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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症にやさしいサービスアイデアワークショップの概要についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、認知症にやさしい異業種連携協議会についてご紹介します。

京都では、当事者、認知症の医療・介護・福祉関係者が、行政とともに認知症施策を検討し取組を推進してきました。

家族の会も京都で誕生しましたし、これらの関係者で「京都式オレンジプラン」を策定し、施策を実践

しかし、京都式オレンジプランに掲げる「認知症の本人の意思が尊重され
～社会の実現」には、地域の企業とも連携する必要がある。


方法として、既存のオレンジプランの検討会議など医療・介護・福祉関係者中心の会議などに、オブザーバー的に参加してもらうのでは、企業の主体的な意見や取組は引き出せないな

・企業が中心の組織を作ろうということになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症にやさしい異業種連携協議会では、認知症の当事者からの声を聴く会や認知症についての企業の理解を深めるための勉強会の他、このワークショップのように、本格的にビジネスアイデアを検討する会などを実施しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協議会に参画する企業は現在６１社あります。
今回のワークショップには、この中から１５企業が参加してくださっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協議会では、令和元年度に、参画企業が１年間検討し、「認知症にやさしい異業種連携共同宣言」を策定しました。
これは認知症にやさしい社会を実現するため「企業として取り組むべきこと」をまとめたものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、同じく令和元年度に、協議会の企業を５つのチームに分け、認知症にやさしいサービスアイデアの検討を行っていただきました。
１年間の検討で、５つのサービスアイデアが生まれました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和２年度は、コロナの影響により、対面での協議会は実施できず、共同宣言の発表会や、５つのサービスアイデアの発表会など、全てオンラインにより開催しました。

５つのサービスアイデア発表会では、参加者に好きなアイデアに投票いただき、Eチームが優勝しています。

そんな中、令和２年どの後半あたりから、再度ビジネスアイデアをみんなで検討するワークショップができないかということを事務局で検討し、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症にやさしいビジネスアイデアワークショップの開催に至りました。

このワークショップは、協議会の参画企業から検討テーマを募集し、このテーマに関心のある企業、当事者、医療・介護関係者を募ってチームを作り、１年間ビジネスアイデアを検討するものです。

このワークショップでは、企業からテーマを募集することにしました。

そして、検討の当初から、認知症の当事者や医療・介護関係者などの支援者と一緒にアイデアを作り上げていくという形を取りました。


認知症にやさしい異業種連携協議会の目指すのは、認知症にやさしいモノやサービスの提供が特別な活動としてではなく、従来の企業活動の中で、行われることを様々な業種の企業が自発的に、行われるようになることです。

そのために、企業がこれならできるという関心を分野を募りました。
テーマは、合致していたので、ほっとしました。

そして、認知症にやさしい異業種連携共同宣言の最初の宣言である「多様な認知症の方々の声を聴きます」の実践を目指して、当事者の立場から思いやニーズを語っていただける方に、参加をご依頼しました。

このワークショップを１年間実施して行く中で、様々な方法で当事者の声を企業に届ける活動を実践していきたいです。

また、企業と医療・介護関係者がそれぞれの課題を出し合い、一緒に検討する場になればと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このビジネスアイデアワークショップで、企業から提案されたテーマはこの３つです。こちらについては、後ほど提案企業からご紹介いただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検討スケジュールですが、京都の会場で実施するワークショップは今日を入れて３回で、来年３月の４回目は一般参加者を招いての報告会を予定しておいます。

そのため、ワークショップとワークショップの間にも、各チームごとに検討を進めていただければと思っております。

今年度の到達目標は、テーマに即したビジネスアイデアを一つ形にしていただくことです。これだけです。

第２回目のワークショップの後の１０月末に中間報告を提出、３月の上旬に最終案を提出していただく予定をしております。
中間報告の様式、最終報告の様式は、後日改めてお知らせします。

今回、１チームの人数が非常に多くなり、チームのガバナンスが非常に大変なことと思います。提案企業だけに負担がかからないよう、チームメンバーが協力してアイデアを作り上げていただければと思います。

事務局も各チームの検討活動をサポートしていきたいと思っておりますので、
１年間どうぞよろしくお願いします。

https://question.kyoto-shinkin.co.jp/
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